
武
蔵
村
山
市
は
東
京
都
心
か

ら
西
へ
約
40
キ
ロ
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
。
民
家
が
ひ
し
め
き
、
特

別
支
援
学
校
が
隣
接
す
る
住
宅

街
の
ど
真
ん
中
に
、
「
バ
イ
オ

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
（
Ｂ
Ｓ

Ｌ
）
４
」
施
設＝

国
立
感
染
研

村
山
庁
舎
が
建
っ
て
い
る
。
国

立
感
染
研
は
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱

な
ど
致
死
率
の
高
い
感
染
症
の

患
者
が
入
国
す
る
可
能
性
が
高

ま
る
と
し
て
、
５
種
類
（
エ
ボ

ラ
出
血
熱
、
南
米
出
血
熱
、
ラ
ッ

サ
熱
、
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出

血
熱
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
）
の

原
因
ウ
イ
ル
ス
を
輸
入
す
る
意

向
を
表
明
し
た
。
２
０
１
８
年

11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
住
民
説

明
会
の
模
様
を
、
東
京
新
聞

（
２
０
１
８
年
11
月
16
日
付
）

は
左
記
の
よ
う
に
報
じ
て
い
ま

す
。「

国
立
感
染
症
研
究
所
は
15

日
、
東
京
都
武
蔵
村
山
市
の
同

研
究
所
村
山
庁
舎
で
、
地
元
自

治
会
な
ど
と
の
定
例
の
連
絡
協

議
会
の
中
で
、
東
京
五
輪
へ
の

取
り
組
み
と
題
し
て
、
病
原
体

の
輸
入
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

出
席
し
た
住
民
ら
の
間
に
は

「
唐
突
だ
」
と
憤
り
や
困
惑
が

広
が
り
、
「
話
が
違
う
」
と
怒
っ

て
途
中
退
席
す
る
人
も
。
同
意

や
理
解
と
は
程
遠
い
、
重
苦
し

い
空
気
に
包
ま
れ
た
。
庁
舎
か

ら
約
50
㍍
南
に
住
む
雷
塚
自
治

会
事
務
局
長
の
須
藤
博
さ
ん

（
71
歳
）
が
「
三
年
前
、
所
長

は
ウ
イ
ル
ス
を
輸
入
し
て
ま
で

や
る
つ
も
り
は
な
い
と
言
っ
て

い
た
。
事
故
の
リ
ス
ク
は
飛
躍

的
に
高
ま
る
」
と
憤
り
、
途
中

退
席
し
た
。
」

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
、
武

蔵
村
山
市
の
藤
野
勝
市
長
は

「
感
染
症
ウ
イ
ル
ス
の
輸
入
は

直
ち
に
判
断
が
難
し
い
。
市
民

の
理
解
が
前
提
に
な
る
」
と
し
、

雷
塚
自
治
会
の
須
藤
さ
ん
は

「
研
究
・
検
査
は
移
転
し
た
上

で
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
ウ
イ
ル

ス
の
輸
入
・
研
究
に
反
対
の
立

場
を
と
っ
て
い
る
。

一
方
、
国
立
感
染
症
研
究
所

は
、
地
元
で
の
理
解
を
得
る
た

め
に
見
学
会
や
説
明
会
な
ど
を

企
画
し
、
武
蔵
村
山
庁
舎
で
の

検
査
・
研
究
に
踏
み
切
る
方
向

で
動
い
て
い
る
。

（１） ２０１９年３月７日 国立感染研の安全性を考える会ニュース 第３４号（年３回発行、通算１１０号）

＜発行＞ストップ・ザ・バイオハザード
国立感染症研究所の安全性を考える会
〒162－0052
東京都新宿区戸山１－18－6

電話＆ファクス 03-3209-9666

Eメール sgxwp921@ybb.ne.jp
ＨＰ http://stopbiohazard.com/

郵便振替 00180-1-408810

「
国
立
感
染
症
研
究
所
の
安

全
性
を
考
え
る
会
」
の
第
十
三

回
総
会
が
、
２
０
１
８
年
11
月

4
日
午
後
３
時
か
ら
新
宿
区
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
鈴
木
武
仁
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
田
頭
盛
生
副

会
長
よ
り
２
０
１
７
年
度
の
経

過
報
告
、
２
０
１
８
年
度
の
方

針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
方
針
の
中
で
、
①
武
蔵

村
山
庁
舎
で
の
Ｐ
４
施
設
の
稼

働
、
長
崎
大
で
の
Ｐ
４
施
設
の

建
設
に
つ
い
て
状
況
の
推
移
を

み
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
、
住
宅

密
集
地
で
の
稼
働
に
つ
い
て
、

安
全
性
の
確
保
が
十
分
に
な
さ

れ
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
方
々

と
連
帯
し
て
い
く
②
感
染
研
と

の
対
話
を
重
視
し
、
「
バ
イ
オ

セ
ー
フ
テ
ィ
Ⅴ
」
（
第
5
回
感

染
研
と
の
対
話
の
記
録
）
の
活

用
、
第
６
回
感
染
研
と
の
対
話

の
準
備
③
第
20
回
平
和
の
た
め

の
コ
ン
サ
ー
ト
（
６
月
２
日

（
土
）
14
時
～
）
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。引

き
続
き
、
財
政
報
告

と
会
計
監
査
の
報
告
を
受

け
、
議
案
全
て
が
一
括
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
２
０
１
８
年
度
の
世

話
人
・
役
員
（
鈴
木
武
仁

会
長
他
14
名
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

午
後
３
時
半
か
ら
懇
親

会
が
開
か
れ
、
参
加
者
の

近
況
の
報
告
と
、
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

和
や
か
に
歓
談
し
交
流
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
芝
田

貞
子
事
務
局
長
は
「
後
ろ

は
振
り
返
ら
ず
、

年
齢
も
気
に
せ
ず
、

ひ
た
す
ら
前
を
見

て
進
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
の
言

葉
に
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。

（
田
頭
副
会
長
）

（４） ２０１９年３月７日 国立感染研の安全性を考える会ニュース 第３４号（年３回発行、通算１１０号）

去
年
の
冬
か
ら
今
年
の
2
月

中
旬
迄
、
例
年
に
な
く
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
。
少
し
勢
い
が
弱
ま
っ
て

き
た
が
、
直
近
で
は
新
記
録
に

な
り
そ
う
だ
。
予
防
グ
ッ
ズ

（
加
湿
器
＋
マ
ス
ク
）
の
商
品

が
前
年
の5

割
増
で
「
今
年
は

売
れ
行
き
が
落
ち
な
い
」
と
の

事
。
全
国
的
に
降
水
量
が
少
な

く
、
乾
燥
し
た
天
気
が
影
響
し

て
い
る
。
（
東
京
の1

月
の
降

水
量
は
約1

6

ミ
リ
で
、
平
年

（
52
・
3
ミ
リ
）
を
大
幅
に
下

回
っ
た
。

さ
ら
に
、
２
０
１
８
～
２
０

１
９
年
に
か
け
、
麻
疹
（
は
し

か
）
と
風
疹
の
感
染
症
が
流
行

し
て
い
る
。
麻
疹
の
患
者
は
近

畿
を
中
心
に
急
増
し
、
過
去
10

年
で
最
多
で
前
年
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
あ
り
（
は
し
か
は
感
染
力

が
強
い
）
。
ま
た
、
風
疹
患
者

は
２
９
１
７
人
を
超
え
つ
つ
あ

る
。
（
前
年
は
93
人
で
約
31
倍
）
。

風
疹
は
、
30
～
50
歳
代
の
男

性
６
割
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
の
対
象
外
で
あ
っ
た
た

め
、
免
疫
が
な
い
。
今
年
か
ら

39
～
56
歳
の
男
性
を
対
象
に
、

厚
労
省
は
風
疹
の
抗
体
検
査
と

予
防
接
種
を
原
則
無
料
で
実
施

す
る
予
定
。

去
年
は
、
風
疹
が
大
流
行
し
、

厚
労
省
・
感
染
研
が
撲
滅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
各
自
治
体

が
取
り
組
ん
だ
筈
で
あ
っ
た
が
、

実
際
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
様

で
あ
る
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
中
の
大
会
参
加
者
、
競

技
者
た
ち
の
事
故
、
病
気
の
入

院
・
治
療
病
院
（
テ
ロ
対
策
を

含
む
）
等
と
し
て
、
既
に
国
立

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
が
受
け
入

れ
を
決
定
し
て
、
準
備
を
整
え

て
い
る
。
（
昨
年
、
そ
の
会
議

に
筆
者
も
参
加
し
拝
聴
さ
せ
て

頂
い
た
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

世
界
か
ら
多
く
の
人
々
が
東
京

に
や
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
も
し
も
風
疹
を
撲
滅

で
き
な
け
れ
ば
、
東
京
は
世
界

の
笑
い
も
の
に
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
既
に
、
ア
メ
リ
カ
等
は
、

国
外
か
ら
の
風
疹
を
上
陸
阻
止

す
る
等
の
成
果
を
あ
げ
る
等
、

風
疹
を
徹
底
し
て
撲
滅
し
て
い

る
。
（
内
海
弘
・
副
会
長
）

余
寒
の
候
、
ま
す
ま
す
御
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
国
立
感
染
症
研

究
所
（
以
下
感
染
研
）
と

住
民
と
の
対
話
２
０
１
７

年
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ

Ⅴ
」
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
２
０
１
７
年
１
２
月

８
日
（
金
）
、
第
５
回
「
国
立
感

染
症
研
究
所
の
安
全
性
に
関
す
る

説
明
を
聞
く
会
」
で
私
共
、
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
「
国

立
感
染
症
研
究
所
の
安
全
性
を
考

え
る
会
」
と
、
感
染
研
と
の
対
話

で
交
わ
さ
れ
た
内
容
を
纏
め
た
も

の
で
す
。

説
明
会
の
中
身
が
詳
細
に
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
是
非
御
一
読
頂

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
何
か
と
出
費
が
か
さ
む
時

期
か
と
存
じ
ま
す
が
、
「
バ
イ
オ

セ
ー
フ
テ
ィ
Ⅴ
」
作
成
に
あ
た
り

ま
し
て
費
用
が
嵩
み
ま
し
た
。

「
謹
呈
」
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ご
協
力
願

え
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

る
次
第
で
す
。

２
０
１
９
年

３
月
７
日

国
立
感
染
症
研
究
所
の
安
全

性
を
考
え
る
会
副
会
長
（
財

政
担
当
）

河
原
田

安
啓

会
員
各
位

致
死
率
の
高
い
病
原
体
を

扱
う
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

レ
ベ
ル
4
（
Ｂ
Ｓ
Ｌ
4
）
の

研
究
施
設
を
設
置
し
よ
う
と

し
て
い
る
長
崎
大
が
周
辺
住

民
へ
の
安
全
配
慮
義
務
を
尽

く
し
て
い
な
い
と
し
て
、
整

備
予
定
地
近
く
に
住
む
2
人

が
２
０
１
９
年
1
月
22
日
、

建
設
差
し
止
め
を
求
め
る
仮

処
分
を
長
崎
地
裁
に
申
し
立

て
た
。

大
学
は
、
長
崎
市
の
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
28
日
に
も
着
工

し
２
０
２
１
年
度
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。
申
立
人
の

木
須
博
行
さ
ん
（
70
歳
）
さ

ん
は
、
会
見
し
「
住
民
が
リ

ス
ク
を
引
き
受
け
る
必
要
は

な
い
」
と
訴
え
た
。

（
共
同
通
信

1
/
22
）

「感染研の安全性を考える会」第13回総会＝2018年11月4日



私
は
一
九
四
九
年
に
札
幌
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
後
に
私
が
ロ
シ

ア
語
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
遠
因

は
父
に
あ
り
ま
し
た
。
父
は
戦

前
満
州
の
ハ
ル
ビ
ン
に
あ
っ
た

国
立
ハ
ル
ビ
ン
学
院
に
留
学
し

ま
し
た
。

外
務
省
の
語
学
留
学

生
試
験
に
合
格
し
、
ロ
シ
ア
語

を
選
択
し
て

満
州
に
行
っ
た
の

で
す
。
敗
戦
後
一
九
五
六
年
ま

で
日
本
は
ソ
連
と
国
交
が
な
く
、

父
が
ソ
連
勤
務
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
六
一
年
の
こ
と
で
し
た
。

家
に
は
そ
の
頃
か
ら
ロ
シ
ア
語

の
本
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
お
り
、

ロ
シ
ア
民
謡
の
レ
コ
ー
ド
が
い

つ
も
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
聞
く
う
ち
に
中
学
三
年
頃

か
ら
ロ
シ
ア
語
で
ロ
シ
ア
民
謡

を
歌
う
の
が
趣
味
と
な
り
、
藤

沢
の
県
立
湘
南
高
校
に
入
学
後

は
合
唱
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

3
年
間
歌
い
惚
け
て
い
た
せ
い

で
、
め
で
た
く
伊
東
「
一
浪
」

と
な
り
、
よ
う
や
く
早
稲
田
大

学
文
学
部
に
入
学
、
高
校
合
唱

部
の
先
輩
が
2
人
入
部
し
て
い

た
の
で
、
迷
わ
ず
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
入
部
し
ま
し
た
。
文
学
部

に
入
学
後
は
念
願
の
ロ
シ
ア
語

を
選
択
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
大
き
な

出
来
事
が
、
一
九
六
八
年
、
大

学
入
学
の
年
に
起
き
ま
し
た
。

今
は
な
き
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍

の
戦
車
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
の
首
都
プ
ラ
ハ
に
乗
り
入
れ
、

こ
の
国
で
始
ま
っ
て
い
た
「
人

間
の
顔
を
し
た
社
会
主
義
」
の

模
索
の
試
み
を
圧
殺
し
た
の
で

す
。
ロ
シ
ア
語
、
ロ
シ
ア
民
謡
、

ロ
シ
ア
文
学
が
好
き
だ
っ
た
だ

け
の
私
に
は
大
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
ロ
シ
ア
の
こ
と
を
知
る
に

は
ロ
シ
ア
を
ロ
シ
ア
以
外
の
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ス
ラ
ヴ
諸
国
と

の
関
連
で
研
究
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
卒
業
論
文
も
修
士
論

文
も
ロ
シ
ア
民
謡
を
テ
ー
マ
と

し
て
書
き
、
関
心
は
次
第
に
文

学
か
ら
民
俗
学
に
シ
フ
ト
し
て

い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
を
拾
っ
て
く
れ
た

の
が
、
大
阪
の
国
立
民
族
学
博

物
館
で
し
た
。
私
は
一
九
七
九

年
に
そ
こ
の
助
手
に
採
用
さ
れ
、

四
年
半
ス
ラ
ヴ
比
較
民
族
学
研

究
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
展
示
資
料
の
収
集
の
た

め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
分
裂
前
の

旧
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
や

は
り
分
裂
前
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
を
訪
れ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
農
村
で
三
ヶ
月
の
住
み
込
み

調
査
も
行
い
ま
し
た
。
内
線
前

の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代

に
民
俗
資
料
を
収
集
で
き
た
の

は
幸
せ
で
し
た
が
、
そ
の
後
の

ユ
ー
ゴ
内
戦
は
想
像
も
つ
か
ず
、

戦
争
は
人
為
的
に
起
こ
さ
れ
る
、

と
い
う
感
を
強
く
し
ま
し
た
。

私
は
一
九
八
四
年
に
早
稲
田
大

学
文
学
部
に
呼
び
戻
さ
れ
、
古

巣
の
ロ
シ
ア
文
学
科
で
教
鞭
を

と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
文
学
と
ス
ラ
ヴ
比
較
民
族

学
の
両
輪
で
の
研
究
が
始
ま
り

ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
一
九
八
七
に
予

研
闘
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
文

学
部
の
裏
の
目
と
鼻
の
先
に
、

国
立
予
防
衛
生
研
究
所
が
移
転

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

住
民
運
動
と
し
て
始
ま
っ
た
予

研
移
転
反
対
運
動
は
早
稲
田
大

学
の
教
職
員
を
巻
き
込
ん
で
大

き
な
渦
と
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

私
は
そ
の
当
時
教
員
組
合
の
執

行
委
員
を
務
め
て
お
り
、
高
田

馬
場
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
組
合
で
私
が
予
研
問
題

担
当
委
員
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
裁
判
闘
争
は
一
九

八
九
年
に
始
ま
り
、
芝
田
進
午

先
生
に
口
説
き
落
と
さ
れ
、
原

告
の
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
文
学
部
の
先

生
方
を
今
度
は
私
が
口
説
き
落

と
し
、
三
〇
人
余
り
の
先
生
方

を
原
告
に
し
ま
し
た
。

こ
の
年
の
九
月
か
ら
私
は
モ

ス
ク
ワ
に
十
ヶ
月
の
留
学
を
し

ま
す
が
、
私
が
研
究
対
象
と
し

て
き
た
ロ
シ
ア
も
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
の
推
進
し
て
き
た
ペ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
運
動
が
東
欧

各
国
に
波
及
し
、
そ
の
年
の
暮

れ
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
た

の
で
す
。
禁
書
だ
っ
た
パ
ス
テ

ル
ナ
ー
ク
の
長
編
小
説
『
ド
ク

ト
ル
・
ジ
ヴ
ァ
ゴ
』
も
書
店
に

並
び
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
一
九
九
一
年
に
は

ソ
連
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
研
究
者
に
と
っ
て
、

ソ
連
が
無
く
な
る
、
と
い
う
こ

と
は
想
像
も
で
き
ず
、
こ
れ
も

大
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

し
か
し
ソ
連
の
崩
壊
の
お
か

げ
で
、
外
国
人
に
も
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
道
が
開
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
九
九
一
年

か
ら
私
は
西
シ
ベ
リ
ア
の
農
村

で
住
み
込
み
調
査
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
情
報
公
開
が
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
旧
ソ
連
時
代
に
開
発

さ
れ
て
い
た
生
物
兵
器
、
そ
の

工
場
の
起
こ
し
た
事
故
な
ど
も

明
る
み
に
出
て
来
ま
し
た
。
も

と
は
と
言
え
ば
、
七
三
一
部
隊

の
行
っ
た
人
体
実
験
の
デ
ー
タ

が
ソ
連
に
流
れ
た
、
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

予
研=

感
染
研
裁
判
は
最
高
裁

に
ま
で
持
ち
こ
ま
れ
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
勝
訴
の
日
の
目
を

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
こ
の
裁
判
が
感
染

研
事
故
の
抑
止
力
と
な
っ
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。

幸
い
感
染
研
は
目
に
見
え
る

事
故
は
起
こ
さ
ず
に
現
在
ま
で

来
ま
し
た
が
、
監
視
の
目
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
見
守
り
続
け

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
年
の
文
学
部
の
入
試
の
度
に
、

も
し
こ
の
試
験
の
最
中
に
大
事

故
が
起
き
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ

う
、
と
背
筋
の
寒
く
な
る
思
い

に
か
ら
れ
な
が
ら
入
試
監
督
を

務
め
て
き
ま
し
た
。
私
も
い
つ

か
芝
田
先
生
の
亡
く
な
っ
た
七

〇
歳
を
迎
え
、
あ
の
裁
判
で
原

告
に
な
っ
て
下
さ
っ
た
先
生
も

大
学
に
は
も
う
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
研
究
棟

は
、
感
染
研
を
見
晴
ら
せ
る
、

そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
最
も
危
険
な

場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、
芝
田

先
生
の
ご
遺
志
を
継
い
で
、
こ

れ
か
ら
も
感
染
研
に
は
埼
玉
の

吉
川
か
ら
目
を
光
ら
せ
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（３） ２０１９年３月０７日 国立感染研の安全性を考える会ニュース 第３４号（年３回発行、通算１１０号） （２） ２０１９年３月０７日 国立感染研の安全性を考える会ニュース 第３４号（年３回発行、通算１１０号）

ゲ
ノ
ム
と
は
生
物
の
全
遺
伝

情
報
の
こ
と
で
、
細
胞
の
核
の

中
の
染
色
体
内
に
あ
る
塩
基
配

列
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
塩

基
に
は
、
Ａ
（
ア
デ
ニ
ン
）
・

Ｔ
（
チ
ミ
ン
）
・
Ｇ
（
グ
ア
ニ

ン
）
・
Ｃ
（
シ
ト
シ
ン
）
の
四

種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
二
重

に
配
列
さ
れ
て
二
重
ら
せ
ん
構

造
を
形
成
し
ま
す
。
ヒ
ト
の
ゲ

ノ
ム
に
は
約
32
億
対
、
64
個
の

塩
基
が
あ
り
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編

集
と
は
、
こ
れ
ら
の
塩
基
配
列

を
ワ
ー
プ
ロ
の
文
字
の
編
集
の

よ
う
に
自
由
に
切
り
貼
り
し
て

自
由
に
書
き
換
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
遺
伝
子
組

み
換
え
と
い
う
方
法
で
も
で
き

ま
し
た
が
、
ゲ
ノ
ム
編
集
で
は

遺
伝
子
組
み
換
え

よ
り
も
は
る
か
に

正
確
か
つ
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
の

方
法
に
は
三
種
類

あ
り
ま
す
が
、
最

も
新
し
く
開
発
さ

れ
た
「
ク
リ
ス
パ
ー
・

キ
ャ
ス
・
ナ
イ
ン
」

と
い
う
手
法
が
精

度
と
確
率
の
高
さ
の
点
か
ら
現

在
で
は
最
も
多
く
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
ウ
ィ

ル
ス
に
対
す
る
細
菌
の
免
疫
機

能
を
応
用
し
た
も
の
で
す
。
細

菌
は
一
度
侵
入
し
た
ウ
ィ
ル
ス

の
一
部
の
塩
基
配
列
を
覚
え
て

い
て
、
そ
の
ウ
ィ
ル
ス
が
二
度

目
に
侵
入
す
る
際
に
そ
の
記
憶

に
基
づ
い
て
そ
の
塩
基
配
列
を

切
断
し
て
、
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入

を
防
ぐ
わ
け
で
す
。
こ
の
う
ち

特
定
の
塩
基
配
列
を
認
識
す
る

細
菌
の
機
能
を
持
つ
の
が
ク
リ

ス
パ
ー
と
い
う
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
す
。

塩
基
配
列
を
切
断
す
る
の
が
キ
ャ

ス
・
ナ
イ
ン
と
い
う
酵
素
で
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
で
は
、
ク
リ
ス

パ
ー
を
人
工
的
に
設
計
し
て
編

集
し
た
い
遺
伝
子
の
塩
基
配
列

を
ク
リ
ス
パ
ー
に
覚
え
さ
せ
、

ク
リ
ス
パ
ー
が
キ
ャ
ス
・
ナ
イ

ン
を
そ
の
塩
基
配
列
の
と
こ
ろ

に
誘
導
し
、
キ
ャ
ス
・
ナ
イ
ン

が
そ
の
塩
基
配
列
を
切
断
し
ま

す
。
そ
う
す
る
と
こ
の
塩
基
配

列
を
含
む
遺
伝
子
は
機
能
し
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
ノ
ッ
ク

ア
ウ
ト
と
言
い
ま
す
。
技
術
が

進
む
と
、
ゲ
ノ
ム
の
あ
る
場
所

に
新
奇
の
遺
伝
子
を
挿
入
す
る

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
ノ
ッ
ク
イ
ン
と

言
い
ま
す
。
さ
ら
に
技
術
が
進

歩
す
る
と
、
一
つ
の
塩
基
だ
け

を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
た
は
ノ
ッ

ク
イ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
て
ク
リ
ス
パ
ー
・

キ
ャ
ス
・
ナ
イ
ン
と
い
う
手
法

を
用
い
て
塩
基
配
列
を
自
由
自

在
に
編
集
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
も

ま
だ
克
服
さ
れ
て
い
な
い
欠
点

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
オ
フ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
変
異
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
狙
っ
た
塩
基
配
列

ま
た
は
標
的
と
し
た
塩
基
配
列

以
外
の
塩
基
配
列
で
も
切
断
や

挿
入
な
ど
の
変
異
が
起
こ
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

な
変
異
が
起
き
る
と
、
ゲ
ノ
ム

編
集
さ
れ
た
生
物
は
正
常
に
機

能
し
な
く
な
り
、
奇
形
や
病
気

や
死
な
ど
の
異
常
な
事
態
が
発

生
し
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
よ
う

な
変
異
が
起
こ
る
確
率
は
百
パ
ー

セ
ン
ト
で
は
な
い
の
で
、
そ
の

確
率
を
ゼ
ロ
パ
ー
セ
ン
ト
に
し

よ
う
と
努
力
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ゲ
ノ
ム
編
集
は
、

特
定
の
塩
基
を
欠
損
さ
せ
た
り

挿
入
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ゲ
ノ
ム
や
遺
伝
子
の
調
和
を
乱

す
の
で
、
予
期
し
な
い
何
ら
か

の
変
異
が
起
き
る
の
は
避
け
ら

れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
ゲ
ノ
ム
編

集
で
作
成
さ
れ
た
動
植
物
の
例

を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。
植
物
で

は
、
イ
ネ
や
コ
ム
ギ
の
品
種
改

良
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
白
葉
枯
（
し
ら
は
が

れ
）
病
や
う
ど
ん
粉
病
の
病
原

菌
が
感
染
や
増
殖
の
た
め
に
摂

取
す
る
タ
ン
パ
ク
質
を
破
壊
し

て
、
そ
れ
ら
の
病
原
菌
へ
の
耐

性
を
与
え
る
実
験
が
成
功
し
て

い
ま
す
。
動
物
で
は
、
白
い
カ

エ
ル
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
メ

ラ
ニ
ン
色
素
を
作
る
遺
伝
子

（
チ
ロ
シ
ナ
ー
ゼ
）
を
ゲ
ノ
ム

編
集
で
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
と

ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
は
色
素

が
作
れ
な
く
な
り
、
白
く
な
っ

た
わ
け
で
す
。
ま
た
肉
量
が
増

加
し
た
マ
ダ
イ
が
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
ミ
オ
ス
タ
チ
ン
と
い
う

タ
ン
パ
ク
質
と
同
名
の
遺
伝
子

に
注
目
し
（
ミ
オ
ス
タ
チ
ン
は

筋
肉
量
が
多
す
ぎ
な
い
よ
う
に

抑
制
ま
た
は
調
節
す
る
タ
ン
パ

ク
質
）
、
こ
れ
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ

ト
し
て
働
か
な
く
さ
せ
れ
ば
、

筋
肉
量
が
増
強
し
た
肉
付
き
の

良
い
マ
ダ
イ
が
育
つ
と
考
え
て

実
験
し
た
結
果
、
マ
ダ
イ
の
肉

量
は
１
・
５
倍
に
な
っ
た
と
い

う
例
が
あ
り
ま
す
。

次
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
医
療
に

応
用
す
る
ゲ
ノ
ム
編
集
治
療
を

行
な
う
動
き
も
活
発
で
す
。
対

象
は
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
な
ど
の

単
一
遺
伝
病
や
ダ
ウ
ン
症
な
ど

の
染
色
体
異
常
に
加
え
て
、
が

ん
や
エ
イ
ズ
な
ど
の
病
気
に
も

ゲ
ノ
ム
編
集
治
療
が
試
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
い
ま
だ
動

物
実
験
の
段
階
に
と
ど
ま
り
、

成
功
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
ゲ
ノ
ム
編
集
で
最
大
の
問

題
は
、
ヒ
ト
の
受
精
卵
に
ゲ
ノ

ム
編
集
を
施
す
こ
と
の
是
非
で

す
。
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は

単
一
遺
伝
病
の
受
精
卵
の
ゲ
ノ

ム
編
集
を
容
認
し
ま
し
た
が
、

正
常
な
受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集

に
関
し
て
は
、
多
く
の
国
が
指

針
や
法
律
で
基
礎
研
究
は
認
め

て
も
臨
床
応
用
（
ゲ
ノ
ム
編
集

し
た
受
精
卵
の
子
宮
へ
の
着
床
）

は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
国
は
こ
う
し
た

規
制
が
な
く
、
そ
の
た
め
に
研

究
者
が
正
常
な
受
精
卵
を
ゲ
ノ

ム
編
集
す
る
実
験
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
（
去
年
の
11
月
に
は
ゲ

ノ
ム
編
集
さ
れ
た
双
子
の
女
児

が
誕
生
し
ま
し
た
）
。
ヒ
ト
の

受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集
を
禁
止

す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
ベ
ビ
ー
の
問
題
が
あ
る
か

ら
で
す
。
と
い
う
の
は
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
ベ
ビ
ー
の
遺
伝
子
ゲ
ノ

ム
は
子
孫
代
々
に
伝
わ
る
の
で
、

人
類
の
進
化
を
自
然
の
摂
理
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
人
間
が
操

作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
が

神
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

講演する伊東一郎さん

バイオ予防市民センター
事務局長

「
考
え
る
会
」
副
会
長
の
伊
東
一
郎
さ
ん
は
今
年
３
月
早
稲
田
大
学
を
退
職
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
、
当
会
の
２
０
１
９
年
新
年
会
（
２
０
１
９
年
１
月
24
日
）
で
同
氏
の
「
私
の

歩
ん
だ
道
」
と
題
す
る
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
講
演
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

第
13
回
総
会
（
２
０
１
９
年
11
月
４
日
）
に
お
い
て
、
バ
イ

オ
予
防
市
民
セ
ン
タ
ー
の
長
島
功
さ
ん
が
「
ゲ
ノ
ム
編
集
と
は

何
か
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を

紹
介
し
ま
す
。

記念講演する長島功さん

ゲ
ノ
ム
編
集
に
は
三
種
類

ゲ
ノ
ム
編
集
の
欠
点

人
間
の
進
化
を
自
然
の
摂

理
か
ら
人
間
が
操
作
し
て

い
く
領
域
へ

ロ
シ
ア
民
謡
を

ロ
シ
ア
語
で
歌
う

ロ
シ
ア
文
学
か
ら

ス
ラ
ブ
比
較
民
俗
学
へ

芝
田
先
生
に
口
説
か
れ

予
研
裁
判
闘
争
へ

2019年新年会参加者の記念撮影＝2019年1月24日、東京・新宿区

感
染
研
へ
の
監
視
の
目
を

継
続
が
大
切
に


